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震災以降上昇してきた景況感は、今期低下に転じ、

先行きにも不透明感が見られる。 

 

 

景況ＤＩは、製造業で 19.0 ポイント、非製造業でも 13.3 ポイントと大きく低下した。東日本大震

災以降、右上がりに上昇してきたが、5期ぶりの低下となった。 

製造業では、自動車関連以外の工作機械や金属製品などで、円高や輸出減の影響による低下が見ら

れる。なお、これまで牽引してきた自動車関連も、エコカー補助政策の終了を控え、今後の生産動

向が懸念される。業種別では、「木材・家具」は好調に推移しているものの、「金属製品」や「繊維・

衣服」は大きく低下した。 

非製造業では、「サービス（余暇関連）・（企業関連）」が小幅ながら上昇してはいるものの、個人消

費に減速感が見られることから、それ以外の業種は全て低下し、特に「飲食店」は大きく低下した。 

来期の景況ＤＩは、欧州問題や中国経済の減速に伴う海外経済の下振れや、円高や原油高などに伴

う海外現地調達の拡大の影響で引き続き低下を予想している。 

 

生産活動に関わるＤＩでは、製造業、非製造業ともに売上、輸出、生産、受注の全てのＤＩで低下

した。来期の見通しについても、製造業、非製造業ともに売上、輸出、生産、受注の全てのＤＩで

小幅な低下を予想している。 

 

販売活動に関わるＤＩでは、仕入価格、販売価格、採算の全てのＤＩが、製造業、非製造業ともに

低下した。来期の見通しは、仕入価格ＤＩが製造業では低下、非製造業は上昇し、販売価格ＤＩは、

製造業、非製造業とも上昇となる。採算ＤＩでは、製造業では上昇、非製造業は低下し、全体では

低下を予想している。 

資金繰りＤＩ、借入れ難易感ＤＩは、製造業、非製造業ともに悪化した。来期の見通しについても、

資金繰りＤＩでは悪化、借入れ難易感ＤＩは、製造業で改善、非製造業で悪化し、全体では悪化を

予想している。 

 

設備投資実施状況は全体で 20.7％となり、実施率が 0.2 ポイント上昇するものの、依然低い水準で

ある。目的は「合理化・省力化」から「補修・更新」が増加した。設備投資意欲ＤＩは、製造業、

非製造業ともに低下した。来期の見通しは、設備投資実施予定が全体で 19.2％となり、実施率も 1.5

ポイント低下、設備投資意欲ＤＩは、製造業は上昇、非製造業では低下し、全体で 0.0 ポイントの

横ばいを予想している。 

 

雇用ＤＩは、非製造業が「不足感」の上昇となったが、製造業では「不足感」から「過剰感」へと

変わり、全体では「不足感」が低下した。来期の見通しは、非製造業では「不足感」が低下し、製

造業は「過剰感」の上昇を予想している。 
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景況景況景況景況ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 15.1 ポイントの大幅低下となり、5期ぶりの低下となった。製造業は 19.0 ポイ

ント低下し、非製造業も 13.3 ポイント低下した。製造業では「木材・家具」（29.2 ポイント上昇）

と「食品」（12.5 ポイント上昇）が上昇したものの、特に「金属製品」（37.3 ポイント低下）、「繊維・

衣服」（35.2ポイント低下）、「化学・プラスチック」（27.7ポイント低下）、「紙・パルプ・印刷」（26.7

ポイント低下）が大幅に低下した。非製造業でも「サービス（余暇関連）」（6.8 ポイント上昇）と「サ

ービス（企業関連）」(0.7 ポイント上昇)が上昇した以外は全て低下した。特に「飲食店」（57.7 ポ

イント低下）、「卸売」（29.4ポイント低下）、「運輸・通信」（28.0ポイント低下）が大幅に低下した。

来期も製造業（1.6 ポイント低下）非製造業（1.5 ポイント低下）ともに低下し、全体でも 1.4 ポイ

ント低下の見通しとなる。 

 

売上高売上高売上高売上高ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 14.8 ポイント低下した。製造業は 10.3 ポイント低下となり、非製造業では

16.9 ポイント低下した。製造業では「木材・家具」（33.3 ポイント上昇）、「食品」（5.6 ポイント上

昇）、「窯業土石」（5.5 ポイント上昇）以外は全て低下した。特に「繊維・衣服」（34.0 ポイント低

下）、「金属製品」（28.2 ポイント低下）、「化学・プラスチック」（22.2 ポイント低下）が大幅に低下

した。非製造業では「サービス（企業関連）」（0.2 ポイント上昇）以外は全て低下した。特に「運輸・

通信」（51.1 ポイント低下）、「小売」（30.6 ポイント低下）、「飲食店」（29.8 ポイント低下）、「卸

売」（25.5 ポイント低下）が大幅に低下した。来期は全体で 2.2 ポイント低下の見通しとなる。 

 

輸出向輸出向輸出向輸出向けけけけ売上高売上高売上高売上高ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 3.2 ポイント低下となった。業種別では、「化学・プラスチック」（0.0

ポイント）の横ばい以外、低下した。来期は「紙・パルプ・印刷」（50.0 ポイント上昇）、「食品」（13.4

ポイント上昇）が上昇するが、「金属製品」（9.1 ポイント低下）、「機械」（6.6 ポイント低下）が低

下の見通しであり、全体では 0.5 ポイント低下の見通しとなる。 

    

生産量生産量生産量生産量ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 9.7 ポイント低下し、5期ぶりに低下した。製造業で 11.7 ポイント、非製造

業で 4.0 ポイント低下した。製造業では「木材・家具」（25.0 ポイント上昇）が上昇、「食品」（0.0

ポイント）、「紙・パルプ・印刷」（0.0 ポイント）が横ばい、「金属製品」（29.9 ポイント低下）、「繊

維・衣服」（25.0 ポイント低下）、「窯業土石」（23.8 ポイント低下）が大幅低下した。来期は全体で

8.2 ポイント低下の見通しとなる。 

 

受注量受注量受注量受注量ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 8.0 ポイント低下した。製造業で 4.4 ポイント、非製造業でも 9.7 ポイント

低下した。製造業では「木材・家具」（33.3 ポイント上昇）が大幅に上昇し、「食品」（6.2 ポイント

上昇）「機械」（1.2 ポイント上昇）と続く。「金属製品」（27.6 ポイント低下）、「繊維・衣服」（20.0

ポイント低下）は大幅に低下した。非製造業では「サービス（企業関連）」（6.8 ポイント上昇）が上

昇した以外は、「サービス（余暇関連）」（19.2 ポイント低下）、「運輸・通信」（18.6 ポイント低下）、

「飲食店」（18.0 ポイント低下）、「卸売」（17.4 ポイント低下）、「小売」（14.9 ポイント低下）が低

下した。来期は全体で 2.6 ポイント低下の見通しとなる。 

 

在庫量在庫量在庫量在庫量ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 2.7 ポイント低下した。製造業は 1.3 ポイント、非製造業でも 4.0 ポイント

低下となった。製造業では「木材・家具」（20.8 ポイント上昇）、「窯業土石」（19.6 ポイント上昇）、

「金属製品」（7.4 ポイント上昇）、「食品」（0.7 ポイント上昇）が上昇したが、「化学・プラスチッ

ク」（22.2 ポイント低下）、が大幅に低下した。来期も製造業が 2.5 ポイント低下し、非製造業でも

4.1 ポイント低下、全体でも 3.3 ポイント低下の見通しとなる。 

製品販売価格製品販売価格製品販売価格製品販売価格ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 2.7 ポイント低下した。製造業は 7.7 ポイント、非製造業が 0.4 ポイ

ント低下した。製造業では「繊維・衣服」（18.2 ポイント上昇）、「機械」（3.6 ポイント上昇）が上

ＤＩ別の状況 
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昇したが、「木材・家具」（37.5 ポイント低下）、「窯業土石」（28.4 ポイント低下）が大幅に低下し

た。非製造業では「建設」（16.8ポイント上昇）、「飲食店」（15.4ポイント上昇）、「運輸・通信」（14.7

ポイント上昇）、「サービス（余暇関連）」（8.0 ポイント上昇）、「サービス（企業関連）」（3.9 ポイン

ト上昇）が上昇したが、「小売」（27.2 ポイント低下）、「卸売」（16.4 ポイント低下）は低下した。

来期は製造業では 4.1 ポイント上昇、非製造業は 4.9 ポイント上昇、全体では 4.7 ポイント上昇の

見通しとなる。 

    

原材料仕入価格原材料仕入価格原材料仕入価格原材料仕入価格ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 5.1 ポイント低下した。製造業で 7.0 ポイント低下し、非製造業で

は 4.2 ポイント低下した。製造業では「繊維・衣服」（29.0 ポイント上昇）が大幅に上昇したが、「紙・

パルプ・印刷」（40.0 ポイント低下）、「窯業土石」（30.0 ポイント低下）は大幅に低下した。非製造

業では「卸売」（8.5 ポイント上昇）、「サービス（企業関連）」（0.2 ポイント上昇）以外の業種で低

下した。来期は全体で 0.1 ポイント上昇の見通しとなる。 

 

採算採算採算採算ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 6.3 ポイント低下し、5期ぶりに低下した。製造業で 9.6 ポイント低下し、非製

造業でも 4.9 ポイント低下した。製造業では「機械」（7.1 ポイント上昇）以外は全て低下し、特に

「繊維・衣服」（44.8 ポイント低下）、「木材・家具」（29.1 ポイント低下）は大幅に低下した。非製

造業では「サービス（余暇関連）」（4.4 ポイント上昇）以外の全ての業種で低下し、特に「運輸・通

信」（26.6 ポイント低下）が大幅に低下した。来期は、製造業が 3.0 ポイント上昇するが、非製造業

は 2.8 ポイント低下となり、全体で 1.0 ポイント低下の見通しとなる。 

 

資金繰資金繰資金繰資金繰りりりりＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 2.6 ポイント悪化した。製造業では 1.3 ポイント、非製造業でも 3.4 ポイ

ント悪化となった。製造業では、「食品」（20.8 ポイント改善）、「木材・家具」（16.7 ポイント改善）、

「繊維・衣服」（2.3 ポイント改善）以外の全ての業種で悪化した。非製造業では、「飲食店」（2.8

ポイント改善）、「建設（2.4 ポイント改善）」以外の業種は悪化した。来期は、製造業が 0.7 ポイン

ト悪化、非製造業は 0.7 ポイント悪化し、全体では 0.8 ポイント悪化の見通しとなる。 

 

借入借入借入借入れれれれ難易感難易感難易感難易感ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 7.9 ポイント悪化した。製造業で 8.9 ポイント悪化し、非製造業でも

7.5 ポイント悪化した。製造業では、「食品」（25.0 ポイント改善）は改善したが、非製造業では「運

輸・通信」（4.8 ポイント改善）以外の全てが悪化した。来期は、製造業が 1.0 ポイント改善するが、

非製造業は 3.7 ポイント悪化となり、全体では 2.2 ポイント悪化の見通しとなる。 

 

設備投資実施設備投資実施設備投資実施設備投資実施（％）（％）（％）（％）は、全体で 0.2％上昇した。製造業では 0.0％と横ばい、非製造業では 0.2％上

昇した。製造業では、「食品」（10.0％上昇）、「機械」（8.2％上昇）、「木材・家具」（4.2％上昇）が

上昇したが、それ以外の業種で低下、特に「紙・パルプ・印刷」（20.0％低下）が大幅に低下した。

非製造業では、「卸売」（6.4％上昇）、「小売」（5.5％上昇）は上昇、「サービス（企業関連）」（0.0％）

は横ばい、それ以外の業種は低下した。来期は、製造業が 1.6％低下、非製造業も 1.5％低下となり、

全体では 1.5％の低下の見通しとなる。 

 

設備投資意欲設備投資意欲設備投資意欲設備投資意欲ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体で 9.6 ポイント低下した。製造業では 21.5 ポイント低下し、非製造業で

も 3.9 ポイント低下した。製造業では、「化学・プラスチック」（5.6 ポイント上昇）以外全ての業種

で低下した。非製造業では、「卸売」（4.5 ポイント上昇）、「建設」（2.0 ポイント上昇）、「運輸・通

信」（0.3 ポイント上昇）以外で低下した。来期は、全体で 0.0 ポイントと横ばいの見通しとなる。 

 

雇用雇用雇用雇用ＤＩＤＩＤＩＤＩは、全体では 0.4 ポイント上昇し「不足感」が低下した。製造業は 9.0 ポイント上昇し「不

足感」から「過剰感」へと変わった。これに対し非製造業は 3.7 ポイント低下し「不足感」が上昇

した。来期は、製造業が 0.7 ポイント上昇し「過剰感」が上昇し、非製造業は 0.4 ポイント上昇し

「不足感」が低下、全体では 0.6 ポイント「不足感」が低下する見通しとなる。 


